９月１９日に実施された住民投票の

投票用紙の開示を求める要請書

門真市長　　東　　潤　　様

                                 ２００４年１１月

　去る９月１９日に実施された「門真市が守口市と合併することの是非を問う住民投票」は、残念ながら投票率が５０％を超えなかったため開票しないこととされました。一方、５０％を超える投票率となり、開票された守口市の住民投票では、反対票が賛成票の７倍を超え、多くの市民が今回の合併に疑問を持っていることが明らかとなりました。その結果、門真市と守口市の合併協議は事実上白紙に戻り、それぞれ単独自治体として共存していくことになります。

合併問題については、一応結論が出たとはいえ、門真市の住民投票でどのような意向が示されたかは、いまでも市民の誰もが知りたいはずです。

　未来の会は住民投票の投票用紙の開示を求めましたが、貴職は住民投票条例で開票しないと定めているとして、「不公開」としました。しかし、合併協議への影響がなくなった現時点で投票用紙を公開しても、弊害は何もないはずです。約２３００万円もの費用をかけて行った住民投票を無駄にしないためには、投票用紙の開示が是非とも必要であり、投票用紙の開示を要請します。

《要請事項》

９月１９日に実施された「門真市が守口市と合併することの是非を問う住民投票」の開示を求めます。
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